
  

 

 

  

 

令和５年も残すところ 10日あまり。子どもた

ちは、今月の目標「２学期のまとめをしよう」の

もと、今学期の生活や学習をふり返り、どのよう

な姿で終業式を迎えるのかを考えています。 

 先月は、インフルエンザ感染拡大防止のため、

複数の学級や学年で閉鎖を行いました。その波も

ようやく収まり、今月に入ってから、通常の学校

生活を送ることができるようになりました。 

保護者の皆さまにおかれましては、学級・学年

閉鎖の決定が前日の夕方以降になってしまうこ

ともありましたが、ご対応いただきありがとうご

ざました。 

さて、年が明けたら３学期。最後の学期は、今

年度になって自分ができるようになったことは

どんなことか、どんな力が身についたのかをふり

返り、次の学年を見据え、これからどんな努力を

していったらよいのか、どんな力をつけていった

らよいのかを考える大切な学期です。子どもたち

とともに、締めくくりの大切さを意識する３学期

にしていきたいと思います。 

保護者の皆さま、地域の皆さま、改めてではあ

りますが、今学期も本校の教育活動にご理解ご協

力、そしてご支援をいただき、ありがとうござい

ました。 

 

～「創立 150周年」に迫る学習～ 
子どもたちは今学期、『学校や町の「むかし（歴 

史）」から学び、「いま（現在）」の自分を見つめ、

「これから（未来）」の学校・町・自分に思いを馳

せる。』のテーマのもと、「創立 150 周年」に迫

る学習に取り組みました。今回の学校だよりでは、

すでに学習を終えた学年について紹介します。 

〇１年生 「二宮小学校大好き ～150歳の誕 

生日をお祝いしよう～」 

二宮小学校の昔の名前（「吾妻小学校」という時 

代があった）や出来事（二宮金次郎像の歴史）に

ついてクイズを通して

学んだ後、11月 20日

の二宮小学校150回目

の誕生日に向けて、お 

 

 

 

 

 

祝いのメッセージを書きました。子どもたちは、

「150年」という時間を想像してもどれくらいの

長さなのか、なかなか実感できないようでしたが、

自分たちが通っている学校のことを思い、どのよ

うなメッセージを贈ったら二宮小学校が喜ぶの

かを一生懸命に考えました。数々のかわいらしい

メッセージが寄せられました。その一部を紹介し

ます。 

☆150さいまでながいきしてくれてありがとう。 

☆150 ねんもながいきしてすごいね。ありがとう。 

☆にのみやしょうがっこうにきて、たのしくえがお 

 になりました。 

☆にのみやしょうがっこうをはなれてもわすれない 

よ。 

☆なんさいになってもわすれないよ。 

☆いつもまもってくれてありがとう。 

１年生のメッセージツリー 

 

〇４年生 「二宮小学校 150 周年 学校もりあ

げマスコットを作ろう」 

学校生活の中で、「いてくれたらうれしな」「い

てくれたら助かるな」「いてくれたら楽しくなる

だろうな」そんなマスコットを考えました。教室、

音楽室、図書室、理科室、校庭など、ここにこん

なマスコットがいてくれたら・・・、わくわくし

ながら想像をふくらませました。普段生活してい

る場所でも、そこに何があるのか、それらはどん

なことに使われているのかなど、細かいところま

では意外と知らないものです。改めて校内をじっ

くり見ることで、その場所の新たな面を発見した

り、自分とその場所との新たな関係に気づいたり

することがあります。４年生は、「いま（現在）」

の二宮小学校と自分との関係を見つめ、わくわく

しながら思いをふくらませたことでしょう。 
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～こんなマスコットがいてくれたらいいな～ 

☆教室  わからないときに教えに来てくれる 

     教科書を開いてくれる 

☆図書室 いっしょに本を探してくれる 

     おすすめの本を教えてくれる 

☆音楽室 いっしょに楽器を演奏してくれる 

☆理科室 たいへんな実験を助けてくれる 

☆校庭  雨がふったら屋根をつけてくれる 

 

〇５年生 「国語「たずねびと」の時代背景をく 

わしく知ろう」 

国語で学んだ物語文「たずねびと」の時代背景

をよりくわしく知るために、自分たちの身近なと

ころで起きた戦争に関する出来事について学び

ました。二宮町については、小説「ガラスのうさ

ぎ」の中でもえがかれている機銃掃射の痕が駅の

ホームの梁に残っていること、また吾妻山には洞

くつ陣地の跡があること、そして二宮小学校につ

いては、当時の「二宮町国民学校」の校舎のつく

りや教科書の内容、子どもたちのくらし、また、

終戦後には、教科

書に書かれている

文章や絵の一部を

墨で黒くぬったこ

となどについて学

習しました。 

☆戦争中はみんなが危険ととなり合わせで、安全を 

作ろうとしてもなかなかできないことがわかった。 

☆二宮町も戦争の苦しみを知っているんだと思った。 

☆二宮駅も機じゅうそうしゃで攻げきされていたか 

ら、戦争はすぐそこまで来ていた。 

☆（機銃掃射の）あとを残しておくことで、戦争を 

体験していない人も昔の現実を知ることができる。 

☆戦争の時は勤労ほうしといって小学生でも働くこ 

とがあったのだと初めて知った。 

～創立 150周年に寄せて～ 
●11月の朝会にて 

11 月 28 日の朝会で「二宮小学校 150 年の

歩み」について子どもたちに話をしました。二宮

小学校の 150 年の歴史をふり返る内容です。で

きれば、創立 150 周年を迎える 11 月 20 日の

開校記念日に、子どもたちの顔を見ながら話をし

たかったのですが、感染症拡大防止のため、１週

間遅らせ、オンラインにて行いました。そのとき

の内容を簡単にご紹介します。 

『1873年、今から 150年前、知足寺の本堂

を仮校舎とし、「思文館分校」という名前で二宮小

学校は誕生しました。その後、1878年に今の場

所に学校が移ってきました。したがって、145年

もの長い間、ずっと今の場所に二宮小学校は存在

していることになります。 

1895年、この年は、二宮小学校にとって大き

な出来事がたくさんありました。まず、学校の名

前が「尋常吾妻小学校」になったこと、次に、初

代の校長先生が着任

されたこと、３つめ

は、開校記念日が 11

月20日に定められた

こと、４つめは、校庭

にくすのきの苗が植

えられたことです。 

1914年、校庭にい

ちょうの木が６本並

んで植えられました。

今は、そのうちの１本

だけが校庭の真ん中

に残っています。 

1947年、学校の名前が現在の「二宮町立二宮

小学校」になりました。その後、1951年にみな

さんが大切に歌っている校歌が作られました。   

1970年、今の校舎を建てる工事が始まりまし

た。その３年後の 1973 年、学校ができてから

100周年を迎えました。 

そして、今年、二宮小学校は創立 150 周年を

迎えたのです。』 

 

長い長い 150 年の歴史を語るのは簡単なこと

ではありませんが、現在の二宮小

学校につながる大切な出来事を

中心に、そして、二宮小学校の児

童として誇りをもってほしいと

いう願いのもと話をしました。 


